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工房での様子。山ブドウかごバッグを製作中

今では青木さんだけがつく
ることができる「ヒロロ（和
名：ミヤマカンスゲ・オクノ
カンスゲ）」を縄にして編ん
だ大雨蓑

年間50個ほどつくる山ブ
ドウかごバッグは、「会津
木綿」の巾着で目隠しがで
きる工夫が。全て青木さん
の手仕事。実用的で美しい
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専 門 高 校 シリーズ vol.17

岩手県立種市高等学校

海洋工事のエキスパートを育てる
全国唯一の「海洋開発科」

わたしたちの

学校自慢

校内にある潜水実習棟。1.2m、3m、5m、10mの水
深をもつ階段式プールに、宇宙飛行士のようなヘルメッ
ト姿の生徒が潜っていく。岩手県立種市高等学校海洋
開発科3年生の授業の様子だ。このヘルメット式潜水の
技法は「南部もぐり」と呼ばれ、今から125年前の1898
年(明治31年)、地元の沖合で座礁した船の引きあげ作
業で使われた潜水法を、種市の人々が受け継いできた
技法である。
「憧れの南部もぐりを習得でき嬉しいです」。そう語る

のは、北海道根室市出身の佐
さ と う

藤瑳
さ む

武さんだ。根室市の
雲丹漁業の跡継ぎとして、種市高等学校海洋開発科を
目指した。「根室では南部もぐりのことを『カップ』と呼
んでいますが、潜水法は同じ。高校を卒業したら水産の
専門短期大学で2年学び、根室に帰って父親の後を継
ぎます」と爽やかに語ってくれた。

地元中学校からだけでなく、北海道から九州、兵庫と
全国から生徒が集まるのは、同校海洋開発科が土木・
潜水・溶接の技術を学ぶことができる全国唯一の学科
だから。海上保安庁に入りたいと入学する女子生徒も
いる。個室が完備された学生寮「白鷗寮」では、親代わり
の寮長(海洋開発科の濱

はまみち

道秀
ひ で と

人教諭)が、時には厳しく
時には優しく生徒たちの成長を見守る。生徒たちを導
く教諭の多くが、この海洋開発科の卒業生たち。民間企
業でキャリアを積んだ後、後進の指導のために学校に
戻ってきた強者たちである。

35年間、生徒たちの成長をみてきた濱道教諭は、「海

の仕事は命に直結します。この南部もぐりも、ヘルメッ
トに常に空気を送り込む必要があることから、ダイバー
とテンダーは信頼関係がなければ成り立たない。どん
なことがあっても、テンダーはこのホースを手放しませ
ん。約70㎏ある装備を身に着けるのも、一人では無理。
仲間を信じることから海の仕事は始まります」と語る。
そしてまた、ダイバー自身の判断力も必要だとも。
「海中では何が起こるか分からない。自ら判断し、鉛

を外して浮上することが必要なときがありますし、撤退
を決断しなければならないこともあります。自ら判断し
行動することができるよう、生徒たちを指導することも
教諭の務めです。事故をおこさない。絶対条件です」。

海に囲まれた日本は、潜水士が活躍する場が多い。
海洋開発科を卒業した生徒が地元に戻り、ダイバーを
組織して起業したケースもある。また、海難事故では欠
かせない存在でもあり、東日本大震災のときには全国
のダイバーの8割が東北に結集。北海道斜里町での遊
覧船沈没事故の際にも卒業生ダイバーが駆けつけた。

宇宙開発より難易度が高いと言われる海洋開発。海
洋開発に必ず求められる潜水士。そして潜水法の基本
が、「南部もぐり(ヘルメット式潜水法)」にある。南部も
ぐりを習得後、潜水作業実習船「種市丸」に乗船して大
海原での潜水を体験した3年生は、心身ともに逞しい潜
水士の顔になる。

優れた人材を世界中に輩出する種市高等学校海洋
開発科が、日本の宝といわれる所以だ。

海洋開発科3年生と教諭たち

装具の着用は4人がかりで行う
海洋開発科教師歴35
年の濱道秀人さん。学
生 寮 の 寮 長も務める

「お父さん的存在」だ

学校HP「種市丸」実習風景

「南部もぐり」を学ぶため海洋開発科に入学
した、佐藤瑳武さん

手 前 のホ ースを 握る
のは、「テンダー」と呼
ばれるダイバーの相棒。
空気を送るホースはダ
イバーの命綱

きょうこう vol.5220



広 告

1 2 3

先生応援サイトは、ジブラルタ生命、東京学芸大学、東京学芸大こども未来研究所が共同で企画・運営し、ジブラルタ生命が共済事業
を引き受けている公益財団法人日本教育公務員弘済会が運営する会員向けサービス「日教弘クラブオフ」を通じて提供しています。

https://www.gib-life.co.jp/
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国内外20万ヵ所以上の
サービスがお得に！ 福利厚生サービス「日教弘クラブオフ」

※掲載内容は2025年7月現在の情報です。予告なく変更に
なる場合がございますので、あらかじめご了承ください。
※特典をご利用の際は必ず日教弘クラブオフホームページ
をご確認ください。※画像はすべてイメージです。

動画でわかる！
アプリの使い方

クラブオフアプリを
ダウンロードして、
もっと便利に！

※Apple および Apple ロゴは、米国およびその他の国で登録された
Apple Inc.の商標です。

※Google Play および Google Play ロゴは、Google LLC の商標です。

さ
ら
に
ロ
グ
イ
ン
後
に

Topic

広 告

日教弘クラブオフで使える! スポーツクラブお試し券特集!
汗を流して心身ともにリフレッシュ! ちょっとした気分転換に手軽なお試し券をご活用ください!

日教弘クラブオフの専用ホームページTOPページの
「カテゴリ一覧」⇒「フィットネス」からご確認ください！

スポーツクラブの特典は、ほかにもたくさん!

会員特典 申込No.5090394

会員特典 申込No.5096642

会員特典 申込No.5094261

会員特典 申込No.5086889

スポーツクラブNAS

コ・ス・パ

コナミスポーツクラブ

ティップネス

●施設利用お試し1回券
　都度利用料：1,500円 ➡ 500円

●お試し券：1,210円 ➡ 500円

●お試し券：2,310円～3,300円 ➡ 550円
※16歳以上

●お試しデジタルチケット
　都度利用料：1,500円 ➡ 550円
※年度内1回のみ（1回につき2コードまで）購入可能

きょうこう vol.5222



※表紙写真：「ふるさとを愛し、たくましく
生きる心優しい子供の育成」を目指し
た太鼓の取組

大村市小学校音楽会では毎年市内の小学生に迫力ある演奏を
届けています

お祭りに集まった地域の皆様に黒木太鼓の演奏を披露しました

福祉施設の夏祭りで入所者の皆様からたくさんの拍手をいた
だきました

地域の指導者、教職員がひとつになり指導にあたっています

黒木小学校は20名前後で児童数が推移している極小規模校です。平成15年から市内の校区外から
児童を受け入れる「特別転入学制度」を導入し学校の活性化を図っています。

黒木太鼓は平成14年結成以来24年にわたり活動を続けています。全児童で週に1回45分程度の練習
を重ねて技術を磨き、地域行事や祭り、福祉施設訪問等で演奏を披露し、地域を元気づけることで、誇り
高く伝統を継承してきました。

表紙紹介

地域の宝「黒木太鼓」の継承
〜ふるさとの活気を作る響きは学校・家庭・地域の和から〜

長崎県大村市立黒
く ろ ぎ

木小学校

〒856-0012 長崎県大村市黒木町530番地

【アクセス】
● 長崎空港から車で30分
● 大村バスターミナルから直通バスあり  「黒木小学校前」バス停下車 

【学校HP】  
https://www.city.omura.nagasaki.jp/kyoiku/kyoiku/shiritsugakko/sho/kuroki/
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公益財団法人 日本教育公務員弘済会　https://www.nikkyoko.or.jp/

きょうこう vol.52　発行／公益財団法人 日本教育公務員弘済会
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-4-6 教弘会館2階　TEL 03-3354-4001（代）  FAX 03-3354-4068
印刷／共同印刷株式会社

日教弘マークについて

公益財団法人 日本教育公務員弘済会<略称：（公財）日教弘>は、
都道府県を含む総称を「教弘」としていることから、

アルファベットの「K」がそのイニシャルです。
「K」を中心にした楕円形は、日教弘本部・支部が一致協力して事業推進していることを象徴しています。

全体のイメージは、未来への飛躍を展望したものです。

公益財団法人 日本教育公務員弘済会<略称：（公財）日教弘>の教育振興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育文化事業）及び福祉事業は教弘
保険の契約者配当金により運営されており、日本の教育界に貢献しています。


